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まり（天野 1983; 潮木 [1984] 1997; 1984）、そのなかから、制度が作り出した心性に関心
を持つ研究が蓄積されてきた。なかでも、学生の読書行為に関する研究は、大学の社会的












































































































ためである。それぞれ 1896 年から 1900 年の間に生まれた会員を前期新人会、1901 年から










会員たちの出生コーホート（参照 資料編資料 1、および図 0-1）を見ると、彼らの多く
は 1890 年代後半から 1900 年代後半に生まれ、1970 年代から 1980 年代に没している(6)。
東京帝国大学への入学は、1915 年から 1925 年の十年間に集中し、十代後半から二十代前
























































































































































[1995] 2009, [1996] 2006）と、近年あらたに関心を持つにいたった大衆化した社会にお
ける知識人の役割という二つの関心を接合できたからこそ、西條を検討できたと述べる（筒
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期の社会改革運動の担い手の一例として（Sharon 1984: 4; Theen and Wilson 1986: 
353）。さらに踏み込んで、教育解放の担い手（Marshall 1994:103-105）や、朝鮮半島
の独立運動の協力者（Grant 1980）、日本におけるセツルメント事業の先駆者として
（Hunter 1989: 194- 195,247-248）。また、日本における男性性の歴史展開の一例とし
て位置づけた研究もある（Frühstück and Walthall 2011）。 
（4）その特徴は無味乾燥的な専門的読書が行われていたこと、アクセスの窓口が大学図書
館，古本屋であり必ずしも新刊本を購入したわけではなかったこと、そして共同で行わ
れる読書である（永嶺 2008: 54-60, 272）。 
（5）また、別の個所では「個人が年齢別の役割や出来事〔events〕を経つつ辿る人生航路































































































































































































































































































の平和主義への志向を決定していたわけではなく、少なくとも私は大正 8 年 9 月から
当時目白近くの高田村の新人会本部に入りさらに積極的に会の学内的学外的活動に参
加するようになってからは、民主主義だけではなく、広く一般的に社会主義をも研究























































































写真 3-1 機関誌『デモクラシイ』創刊号 



























































































































































































































































































































































































































































論 じるとともに、セツルメン ト事業の実践事例をクローズアップしてきた (一番ヶ瀬





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 東利久 (会員) 1926年3月～1928年3月
3 新国康彦 1928年3月～1930年5月 (実質的には松本が主事)
















労働学校を設置 し労働者教育を行 う (本科)一学期 3ヶ月制
講義課 日と講師
第一期 労働法制 末弘厳太郎教授、政治学 川原次吉郎、経済学 小林輝次、各国社会
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口卓の研究が挙げられる (田中 1971;佐口 1982)。
(3)救護団のまとめ役であつた学生石島治志は、罹災者救援活動の継続にあたり自らがオ











































































































































































































ておこなわれている（木村幸雄 1979; 松下裕 1998; 満田郁夫 1981; 小田切秀雄 1999; 大





















































































『むらぎも』は 1954年 1月から 7月にかけて、文芸雑誌『群像』に掲載された、原稿用


































































































































































































































































































































































り。大宅壮一、入学 1922 年、退学 1924 年。中野重治、入学 1924 年、卒業 1927 年。
































指摘している（中平ほか 1954; 阿部ほか 1954）。 
 




























降っていた」（中野 [1954] 1976: 150）。 
（8）中野の原文は以下の通り。「そして安吉は、あるいて行く前方に女の姿をまちうけた


























                                                                                                                                                     
基一・小田切秀雄らによって創刊された。 
（13）中野は 1949年 1月に書記長に就任し、1954年 9月から翌年 4月まで編集長を勤め







るえる仕儀である」（中野 [1940] 1978: 166）と、自身が年を重ねることによって書け
るだろうと読み手に弁明する。しかし、実際には、中野は詩作を再開することはなく、
詩集を再刊行、再収録するという形で発表し続けた。まず、1935 年ナウカ社出版から

































は人間であると言い出すのは醜さの限りであると。（中野 [1946] 1979: 46） 
 















































問題をうみだすことになったという（筒井 [2005] 2008: 510）。 











































写真 6-1 「笑魂碑」   写真 6-2 秋田実奉納演芸祭 
 
























































































































「インポシブル・インタビュウ」『人物評論』創刊号: 73, 89, 126 
「インポシブル・インタビュウ」『人物評論』4 月号: 51, 79, 111, 134 




「手相 小林一三と花菱アチャコ」『読売新聞』1 月 1 日（朝刊 9 面） 
「角落ち 関根名人と柳家金語楼」『読売新聞』1 月 4 日（朝刊 9 面） 
「玉手箱 久保田万太郎と柳家雪江」『読売新聞』1 月 5 日（朝刊 9 面） 
「土産物 長谷川伸と横山エンタツ」『読売新聞』1 月 6 日（朝刊 9 面） 
「油壺 羽左衛門と勝太郎」『読売新聞』1 月 7 日（朝刊 9 面） 
「吉川英治と入江たか子」『読売新聞』1 月 8 日（朝刊 9 面） 
「腕一本 巨人軍投手澤村栄治と永田キング」『読売新聞』1 月 9 日（朝刊 9 面）
「寒稽古 玉錦三右衛門と飯田蝶子」『読売新聞』1 月 12 日（朝刊 9 面） 





「世相漫才」『大陸』8 月号: 346-349 
「世相漫才」『大陸』9 月号: 358-361 
『地球のコブ――漫才選集』輝文館 
【1939】 



























































































  ――どうも娯楽といふのは、感じの悪い言葉だと思ひますね。 

































――新語の力やね。 （秋田 1940: 10-14、下線および番号 引用者） 
 
取り上げられた新語の刑務所、傷痍軍人は、当時の事情を反映している。まず刑務所へ

















































































    
漫才の魅力は、普段の暮しの言葉や言い廻しで喋べる世間話や雑談の面白さであり
それは漫才さんの普段の暮らしの話であると同時に、聞いているお客の暮らしの話し

























































































































































写真 6-4 秋田実著作物（一部） 
 
れはじめている。一つは内容から。（略）二つ目は、テレビの及ぼす弊害だ。（略）。三つ目



































































































































































































年放送）がある。秋田も『お笑い出身地』と題した漫才を 1966 年に提供している。 






















































































































































































































































は執筆した 1950 年から見れば三十年近く過去の出来事を描いた。 














































































































































図 7-1 新人会創立五十周年記念集会の参加者たち 
出典 H・スミス（1972=1978: 写真口絵）から転載 
図 7-2 新人会創立五十周年記念集会の準備委員メンバー 
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『土曜日』常連執筆者、神戸大学。大阪経済大学教員   ‐
サン薬品興業社長
布施辰治事務所(弁護士)、解放運動犠牲者救援会に参加、標本共産党入




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































舞套貴      難亀爵麟ど評減積亀     窯嚢警党中央執共青再建に参加、検挙('30)
記鐵桑秀轟、ヽ最総 (昌峰     謝験












轟   鋪
、















































































ノヽ 経済学部吉沢万三 ?没 1927
壼 酪 士 蛍 動 量
淀野隆三 1967
ぶ畢総嶽溝事科





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月報Jに発表。   |
7月 座談会「詩人釈超空」に参加、『折口信夫全集 月報23』に発表:
9月 石川淳、吉川幸太郎と鼎談r伝統と反発」筑摩書房発行『講座中国』2
「旧体制の中国]に発表。                    ■
65歳
12月 日本研究者 H・スミスのインタピュー(新人会について話す)。
































































































































































































































3月 大宅壮一編集の『人物評論』倉1刊 /｀ラエティー 形式、架空ノンタ
ビュー 、架空座談会、さまざまなスタイルて執筆 :

















































































































































































































































































































































































































































































































































NHK 朝日放送 ABC 新日本放送 そのほかの放送局
ラジオ テレビ ラジオ テレビ ラジオ テレビ
1968
1969
1970
1972
1974
1975
1976
1977
1978
1979
1980
3月NHKFM全局開通(170局)
6月「思い出の名人芸」
4月「上方演芸会」
4月「ひょつこりひょうたん島」終了
4月「ひるのプレゼント」
11月「1080分落語会」
4月「お笑いオンステージ」
3月「東京若手放送競演会」
4月「お国自慢にしひがし」
8月宝塚歌劇「ベルサイユのバラ」中
継
4月「仁鶴の頭のマッサージ」
7月「おはよう浪曲J
4月「おはようパーソナリティー 中村
鋭―です」
4月「フレッシュ寄席」
1月「ただいま恋愛中」
3月「てなもんや二刀流」
10月「お荷物小荷物」
1月「新婚さんいらつしゃい」
4月「プロポーズ大作戦」
7月「和朗亭」
8月「THEビッグ」
10月「枝雀寄席」
3月「ABC漫才・落語新人コンクー
ル」、「ABC30年笑いの年譜」
10月「漫才スペシャル東西対抗お笑
い秋の陣 !」
9月放送開始25周年記念、24時間違
続生番組「人間バンザイ」
12月「ヤングタウン」司会変更三枝→
さんま
7月「ヤングお一お―」
4月「仮面ライダー」
4月「仁鶴の大入満員」
7月「スター 物まね合戦」終了
3月「上方漫才今昔大絵巻」
3月「上方漫才今昔大絵巻」第二回
上方漫才まつり」
4月「上方寄席」
2月TBS「お笑い頭の体操」
4月フジ「お昼のゴールデン
ショー J「三時の貴女」
4月ⅥV「お昼のワイドショー 」
9月NET「スポット演芸」
9月フジ「コント55号の世界は笑
う」
9月NTV「お笑いモダン亭」
3月愛知音楽放送、新大阪音
楽放送、福岡エフエム音楽放
送に予備免許
4月OBC「出前寄席」
4月フジ「唄子・啓介のおもり夫
婦」
4月NTV「コント56号、裏番組を
ぶつ飛ばせ !!」
10月TBS「8時だよ !全員集
合」
10月NTV「巨泉・前武のゲバゲ
バ90分!」
4月「OBC「ヒットでヒット、バチョ
ンと行こう!」
9月MTV西條凡児をドッキリカメ
ラからおろすことを決定
10月NTV「お笑いネットワーク」
9月NTV「天才バカボン」
10月NTV「ゲバゲバー座の
ちょんまげ90分!」
10月フジ「演芸大賞」を番組化
10月OBC「落語百選」
1月NTV「テレビ寄席」500回記
念放送
2月TBS「時間ですよ」
10月KTV「パンチDEデート」
1月KTV「ノックは無用」
4月フジ「欽ちゃんのドンとやつ
てみよう」、NTV「ウイークエン
ダー」
4月Ⅵ膨「居候バンザイ」
10月NET「飲ちゃんのどこまで
やるの !」
2月OBC「上方漫才への道」
4月日本教育テレビ放送改称、
全国朝日放送ANB
4月OBC「鶴瓶と新野ぬかるみ
の世界」
10月テレビ朝日「笑アップ化容
態作戦」
10月KTV「花王名人劇場」
3月KTV「お笑いスター 誕生」
10月フジ「笑つてる場合です
よ」、KTV「花紀“岡八ドドンとお
笑い60分」、「ずばり本命 !大
爆笑」
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